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12月の相談 記載の電話番号は、問い合わせ先です。
開催場所(    )の連絡先とは限りません。

弁護士相談〔12月11日金午前10時～午後4時〕 　　　　　　　　　　　　　
─────────────────────
交通事故相談〔12月4日金・17日木 午後1時～3時〕
──────────────────────────────────
行政相談  〔12月17日木 午後1時～3時〕
──────────────────────────────────
司法書士相談〔12月18日金 午後1時～4時〕
───────────────────── 
行政書士相談〔12月24日木 午後1時～4時〕
────────────────────────                          
市民・多重債務相談 ※申込不要〔平日 午前8時30分～午後5時15分〕　   　　　
───────────────────────────────────
法テラス法律相談〔12月24日木 午後1時～午後4時〕所市役所   0503383‐5470  
───────────────────────────────────
           〔12月8日火 午前10時～午後3時・15日火 午後1時30分～4時〕
───────────────────────────────────
介護相談〔平日 午前8時30分～午後5時15分〕     地域包括支援センター  63‐7833
　　　　　◎各地域の「まちの保健室」でも相談を実施。詳しくは地域包括支援センターへ
───────────────────────────────────
障害者福祉相談〔平日 午前8時30分～午後5時15分〕  地域包括支援センター  63‐7833
───────────────────────────────────
年金相談〔12月8日火 ・22日火午前10時～午後2時45分〕 　アスピア  059‐228‐9112
───────────────────────────────────
女性弁護士法律相談 ※要予約〔12月4日金 午前10時～正午、午後1時～3時〕
───────────────────────────────　　　　
　　   　　　〔第1・3週  木・金・土曜日 午後2時～7時〕
女性相談　───────────────────
　　　　　　〔第2・4週  水・木・金曜日 午後2時～7時〕
───────────────────────────────
男性のための相談 〔12月10日木 午後7時～9時〕　
──────────────────────
メンタルヘルス相談  ※要予約〔12月17日木午前10時～正午・22日火 午後1時～5時〕
───────────────────────────────────
若者就職相談（いが若者サポートステーション）   ※要予約〔平日 午前10時～午後4時〕　　所  アスピア  22‐0039
───────────────────────────────────
職業相談（ハローワークプラザ名張）〔平日 午前8時30分～午後5時15分〕所 ふれあい  63‐0900
───────────────────────────────────
就農相談〔平日 午前8時30分～午後5時15分〕※要予約
───────────────────────────────────
女性DV相談〔平日 午前8時30分～午後5時15分〕　※まず電話でご相談を
───────────────────────────────────
家庭児童相談〔平日 午前8時30分～午後5時15分〕
───────────────────────────────────
育児相談〔火～土曜日 午前9時30分～午後5時（日・月曜日、祝日は休館）〕
　　　　　　こども支援センターかがやき（桔梗が丘西3） 　67‐0250
───────────────────────────────────
母子家庭相談〔平日（水曜以外） 午前10時～午後5時〕　　　子ども家庭室  63‐7594───────────────────────────────────
子ども相談〔平日 午前8時30分～午後5時15分〕　 ふれあい相談室  63‐3118───────────────────────────────────
不登校相談〔平日 午前8時30分～午後5時15分〕　適応指導教室(百合が丘西）  63‐7830───────────────────────────────────
教育よろず相談〔月～土曜日 午前8時30分～午後5時15分〕    教育センター   64‐8801───────────────────────────────────
青少年悩み相談〔平日 午前9時～午後5時〕　　青少年補導センター(百合が丘西）  63‐7867───────────────────────────────────
子どもの発達相談〔平日 午前8時30分～午後5時15分〕　子ども発達支援センター  62‐1088───────────────────────────────────
乳幼児健康相談〔12月2日水 午前9時30分～11時受付〕     　                保健センター  63‐6970───────────────────────────────────
食生活・健康相談〔12月1日火 午前9時～11時〕※要予約      健康支援室  63‐6970───────────────────────────────────
がん・難病相談〔12月19日土 午後1時～4時〕　　　               勤労者福祉会館   63‐5515───────────────────────────────────
在宅医療相談〔平日午前9時～午後5時〕　　　        在宅医療支援センター  48‐7840

     男女共同参画センター
     63‐5336

ふれあい相談室　 63‐2515

  農業支援センター 63‐7625 
　 63‐2517

所

所

所

所

所

所

所

所
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    人権センター  63‐7909人権相談 所

申込受付は、11月20日金 
午前8時30分から。先着順

総合窓口センター
　  63‐7416

所
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名張ひなち湖紅葉マラソン大会に伴う交通規制

午前 8時～午後 1時
　比奈知ダム堰堤～ひなち湖左岸
　道路（迂回道路なし）
午前 10時 40分～11時 30分
　国道 368号・天王大橋～横矢橋
　（迂回道路は右岸市道）

えんてい

【通行止め区間】

ひなち湖ひなち湖

 　名張市体育協会（武道交流館いきいき内） 　 62‐4141

開催日 11月15日日

新成人の皆さんへ
成人式は 1月 10日日です

日時　平成28年1月10日日 午後0時30分受付開始。午後1時～
場所　アドバンスコープADSホール（松崎町）
対象　11月30日現在、名張市に住民登録がある平成7年4月2日～平成8年
4月1日生まれの人　◎12月中旬に入場券を送付。市外に住民登録がある
人が出席を希望する場合は、12月11日金までに、電話で問い合わせ先へ

 文化生涯学習室　  63‐7892
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国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
に
よ

る
本
市
の
将
来
の
人
口
推
計
で
は
、
平
成
52

年
に
現
在
か
ら
25
％
減
の
約
６
万
に
な
り
、

65
歳
以
上
の
人
口
割
合
は
約
４
割
を
占
め
る

こ
と
に
な
る
と
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、昨
年
、民
間
有
識
者
で
つ
く
る
「
日

本
創
成
会
議
」
は
、
全
国
の
約
半
数
の
市
町

村
が
、
将
来
的
に
消
滅
す
る
恐
れ
が
あ
る
と

の
推
計
を
公
表
し
ま
し
た
。

　
あ
く
ま
で
も
推
計
値
で
あ
り
ま
す
が
、
日

本
の
人
口
減
少
は
、
今
後
加
速
度
的
に
進
む

と
予
測
さ
れ
ま
す
。

　
人
口
が
減
少
す
る
こ
と
は
、
消
費
・
経
済

力
が
低
下
し
、
経
済
社
会
に
対
し
て
大
き
な

重
荷
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
単
身
高
齢
者
の

増
加
や
核
家
族
化
も
進
み
、
防
災
、
福
祉
な

ど
地
域
を
取
り
巻
く
課
題
も
よ
り
複
雑
・
多

様
化
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
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人
口
減
少
の
問
題
は
、
自
治
体
に
よ
っ
て

状
況
や
原
因
が
異
な
り
ま
す
。
本
市
の
場
合
、

大
規
模
な
住
宅
開
発
に
伴
い
、
同
世
代
が
同

時
期
に
転
入
さ
れ
人
口
が
急
増
し
ま
し
た
。

増
え
続
け
た
人
口
が
減
少
に
転
じ
た
こ
と
や

同
時
期
に
転
入
さ
れ
た
世
代
が
老
年
期
に
順

次
入
っ
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
今
後
は
急
激
に

高
齢
化
が
進
ん
で
い
き
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
人
口
動
向
や
将
来
人
口
の
推

計
を
見
据
え
、
自
治
体
の
特
性
に
応
じ
た
課

題
の
解
決
が
必
要
で
す
。

　
国
は
、
地
方
か
ら
東
京
圏
へ
の
人
口
流
出

に
歯
止
め
を
掛
け
、「
東
京
一
極
集
中
」
を

是
正
す
る
た
め
「
し
ご
と
の
創
生
」
と
「
ひ

と
の
創
生
」
の
好
循
環
を
確
立
し
、
そ
の
好

循
環
を
支
え
る
「
ま
ち
」
に
活
力
を
取
り
戻

す
こ
と
を
目
指
し
た
「
地
方
創
生
」
を
本
格

的
に
始
動
さ
せ
ま
し
た
。

　

国
の
方
針
を
受
け
、
本
市
で
は
、「
定
住

人
口
減
少
の
抑
制
」
と
「
交
流
人
口
拡
大
の

促
進
」
を
目
指
し
、
地
方
創
生
に
向
け
た
取

組
を
進
め
て
い
き
ま
す
。 

ケータイ

発行／名張市企画財政部
広報対話室　〒518-049

2 名張市鴻之台1-1　   
  0595－63－7402　　 

 pr@city.nabari.mie.jp
　  http://www.city.n

abari.lg.jp　
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毎月第２・４日曜日発行

2015年（平成27年） 　6月
14日日発行

3……名張市プレミアム付
商品券販売、男女共同参画

週間

6……特定健診・特定健診
プラス、後期高齢者健診

7……施設ガイド            
8……7月の相談、6月は環

境月間

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生 

総
合
戦
略
（
素
案
）
に
つ
づ
く

　国は、抜本的な少子化対
策を行い、若者の都市部へ

の流出を食い止め、それぞ
れの地域

で働き、子育てを行い、次
代につないでいく重要性を

示しました。まさに取組の
主役は、

地方であります。「まち・ひ
と・しごと創生法」の成立

を追い風に、迫りくる人口
減少や

少子高齢化に立ち向かい地
域の活力を創生するため、

名張らしさを生かした魅力
あるまち

づくりが必要です。その前
提にあるのが人づくりです

。今後も市民が主役のまち
づくりを

進めながら、オール名張で取
り組んでいきたいと思います

。

地域の活力を創生するため
、オール名張で取り組みま

す。

名張市長　亀井 利克

人口減少を克服する人口減少を克服する　　

地方地方創創生生
日本の人口減少は、今後加

速度的に進むと予測さされま
す。れます。

国は、人口減少を克服し、
活力ある社会を維持するた

め、するため、東京一極集中を東京一極集中を

是正し、それぞれの地方が
潤いのある豊かな生活を営

むことができる社会の

是正し、それぞれの地方が
潤いのある豊かな生活を営

むことができる社会の

形成などを目指す「まち・
ひと・しごと創生法」を制

定しました。
形成などを目指す「まち・

ひと・しごと創生法」を制
定しました。

今号では、名張市の「地方
創生」に向けた取組を説明

します。
今号では、名張市の「地方

創生」に向けた取組を説明
します。

 　  総合企画政策室　  63‐7389　
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平成
52年
推計

 昭和 30年～平成 52年（
25年後）名張市人口の推移

平成 22年と平成 52年 ( 推
計）の名張市の人口比率

平成52年の推計値は国立
社会保障・

人口問題研究所のデータよ
り算出

「広報なばり」は、次号から
自宅のポストに届きます！  広報対話室

　  63‐7402

　「広報なばり」は、次号（11月 22日日）発行
分から、配布方法をポスティングによる市内全
域各戸配布に切り替え、皆さんのご自宅にお届
けします（配布事業者：シルバー人材センター）。

※発行日 4日前から発行日の間に配布します。順次自※発行日 4日前から発行日の間に配布します。順次自
宅のポストに配布します。同じ地域でも若干の差が宅のポストに配布します。同じ地域でも若干の差が
ありますが、ご了承ください。ありますが、ご了承ください。
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平成 28年 3月 31日木で
伊賀南部中継所（下比奈知）が閉鎖となります

　現在、伊賀南部クリーンセンター（伊賀市奥鹿野）以外で、家庭ご
みなどの受付を行っている伊賀南部中継所
（下比奈知）は、平成28年3月31日木で閉
鎖となります。
　平成28年4月以降は、伊賀南部クリーンセ
ンターのみの受付となりますので、ご理解
ご協力いただきますようお願いします。

 伊賀南部環境衛生組合　  53‐1120

青蓮寺ダム青蓮寺ダム

（下比奈知737）

つつじが丘

春日丘

つつじが丘

春日丘

市役所

GS

Ｒ165号銀行

中継所

（下比奈知737）
中継所

日時　11 月 30日月　 ▼午前の部 10 時 30分～ 11時 30分
　　　　　　　　　　  ▼午後の部 1 時～ 2時 30分
場所　こども支援センターかがやき（桔梗が丘西 3）
講師　平林 智子さん（滋賀わらべの会代表）
対象／定員　▼午前の部：子育て中の保護者／ 10組（8カ月までの乳
児と保護者）　▼午後の部：子育て支援者／ 30人

申込　11月 10日火から 19日木までに、開館時間内（午前 9時 30分
～午後 5時）に電話で問い合わせ先へ　　◎託児なし。参加無料

 こども支援センターかがやき（日・月曜日、祝日は休館）
　  67‐0250

わらべうたは子育ての知恵
子育て講演会の開催

※各専門相談は、年度ごとで
それぞれ1回限り


